
鹿島港洋上風力発電事業環境影響評価方法書について

鹿島港洋上風力発電事業は、株式会社ウィンド ・ パワ ー・ エナジーが鹿島港港
湾区域の南海浜地区における「再生可能エネルギー源を利活用する区域」におい
て風力発電所を建設しようとするものである。

「鹿島港洋上風力発電事業環境影響評価方法書」について、鹿嶋市及び神栖市
等の意見にも配慮しながら、事業者からの聞き取りを実施しつつ、慎重に審査を
行った結果、 環境保全の見地からの意見は下記のとおりである。

記

1 総括的事項
・ 再生可能エネルギーの導入が進む中、大型の洋上風力発電事業の増加が予

想されることから、本事業の環境影響評価が今後の類似事業におけるモデル
ケースとなることに鑑み、最新の知見や先行事例の知見、専門家の助言等を
踏まえ科学的視点に立った客観的な調査・予測・評価を行うこと。 併せて、
事後調査（建設工事及び設備稼働後の環境の状況を把握するための調査）の
要否について検討するとともに、その結果において予測範囲を超える影響が
確認された場合は、 その対処方法を検討すること。

・ 準備書の作成にあたっては、図表を使いながら調査 ・ 予測・評価の内容を
分かりやすく記載するとともに、 専門的な表現については解説を付すなど、
本事業が環境に与える影響について、地域住民等にも理解しやすいものとな
るよう工夫すること。また設備の稼働後も、当該設備を活用した環境学習等
の機会を提供するなど、引き続き本事業に対する地域住民等の理解を得られ
るよう努めること。

2 個別的事項
(1)水質への影響

• 水質の調査については、表層と低層の流れが異なる場所があることや、設
備設置前後で水流が変化する可能性があること等を踏まえ、水質の垂直分布
にも考慮した調査を行うこと。

(2)音と振動の影響
・ モノパイル打設の際には、 特に大きな音と振動が発生することが予測さ

れる。これらが生活環境に与える影響について、最新の知見を踏まえた調査・

予測・評価を行い、 それらの結果を地域住民に対して丁寧に説明し、理解を
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